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１．Society 5.0とスマートシティ
２．スマートシティ推進に向けた政府

全体の動き
３．総務省におけるデータ利活用型

スマートシティの推進
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主な政府方針・戦略等におけるスマートシティ関係の記載①

デジタル化を推進し、新技術をフル活用して「スマートシティ」を実現させていくことは、今後、各地域の生産性を向上させるとと
もに、利便性や快適性を高めることとなることから、Society 5.0時代のまちづくりの基本コンセプトに「スマートシティ」の実現を位置
付け、その実現に向けた取組を加速させる。（後略）
官民データやIoTなどの新技術を活用し、まちの課題を解決する「スマートシティ」の創出と全国展開に向け、データの官民利活

用やモデル都市の創出、その横展開を目指す官民の連携プラットフォームの構築に全府省で連携して取り組む。

経済財政運営と改革の基本方針2019（令和元年６月２１日閣議決定） 抜粋

サイバーとフィジカルを高度に融合したSociety 5.0の実現に向け、AI、IoTなどの新技術やデータを活用したスマートシティをま
ちづくりの基本コンセプトとして位置付け、その取組を加速化する。

2019年度から、自治体、民間、大学等の連携による交通、防災、環境、観光等の分野横断的な取組を基盤整備、ノウハウ・人材
面等で支援し、モデル事業の実施や、官民の連携プラットフォームの構築、ガイドラインの策定等により、スマートシティの成功
モデルを創出し、横展開する。

成長戦略フォローアップ（令和元年６月２１日閣議決定） 抜粋

［No.８－３］データ利活用型ICTスマートシティの推進
分野間・スマートシティ間でのデータ連携を更に進展させるため、今後も先進的モデル構築の支援を行うとともに、構築されたプ

ラットフォームを利用した横連携方策について検討を行う必要があることから、令和２年度末までに、自主財源による取組も含め、
先進的なデータ利活用型ICTスマートシティを全国において26か所に構築。上記の取組により、都市の魅力や生産性の向上等
に貢献。

世界最先端デジタル国家創造宣言・官民データ活用推進基本計画（令和元年６月１４日閣議決定） 抜粋

AI、IoT、ビッグデータなどの先進的技術や官民データの活用による市民生活・都市活動や都市インフラの管理・活用の
高度化・効率化等を通じて、都市や地域の課題解決を加速化させる「スマートシティ」の取組を推進する。

まち・ひと・しごと創生基本方針2019（令和元年６月２１日閣議決定） 抜粋
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主な政府方針・戦略等におけるスマートシティ関係の記載②

第Ⅱ部
第３章 知の社会実装
（１）Society 5.0の実装（スマートシティ）
（略）
〇目標
・ 各府省のスマートシティ関連事業において、アーキテクチャ構築を進め、データ利活用方針の策定、分野・企業横断のデータ
連携、他都市・地域への展開、国際標準化、セキュリティの確保、創業環境の確保等を推進
・ ＩｏＴ等の新技術を活用したスマートシティをまちづくりの基本とし、将来を見据えた、便利で快適なまちづくりを、各府省が連携
して戦略的に推進
（略）
③ 目標達成に向けた施策・対応策
＜府省連携での事業推進＞
〇 政府一体となったスマートシティ基盤を構築する。2019年度において、ＳＩＰを活用しつつ、検討会議の議論等を踏まえ、ス
マートシティに関する多様な分野での実証事業や国内外のユースケース、関係する標準・規格、データ等を整理・構造化し、アー
キテクチャを設計・構築する。また、各府省のスマートシティ事業におけるデータ利活用方針等を検討し、具体の事業に適用する
ことで、共通の基盤上で機能するスマートシティプロジェクトを全国的に実証するとともに、官民の連携プラットフォームの構築等
を行うことにより、横展開を図る。 【内閣官房、科技、地創、総、経、国】
〇 スマートシティの普及拡大に係る取組（汎用性の高い取組事例の共有、技術的支援等）を各府省が連携して推進する。また、
国の出先機関、独立行政法人等の人材やノウハウ等の活用を含め、支援体制を強化する。 【内閣官房、科技、総、経、国】
〇 自治体等によるスマートシティのモデル的取組に関し、必要な技術的基盤やインフラの整備について、各府省が連携
して支援策を実施する。 【科技、総、経、国、環】

統合イノベーション戦略2019（令和元年６月２１日閣議決定） 抜粋
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政府全体のスマートシティ基本方針
以下の基本的な方針を踏まえ、府省連携でスマートシティ関連事業を推進する。

（１）ビジョンの明確化
 具体的なニーズを踏まえ、達成すべきビジョンと当面の実現目標を明確化する。

（２）アーキテクチャ（システム全体を俯瞰する設計図）による全体俯瞰

 都市のレイヤー（アセット層、データ・データ連携層、利活用機能層、ビジネス層等）ごとに各層の
構成要素とそれらの関係性を可視化し、関係者間で共通理解を図る。（平成31年度の各本部・
省庁の事業において試行し、標準手法を確立。）

（３）相互運用性の確保
 アーキテクチャを踏まえ、データの取得・受け渡し等における相互運用性を確保すること。
 現行の標準等については、最大限に活用すること。

（４）拡張性の確保
 技術進展等に伴い、個別要素のアジャイルな追加・更新を行えること。
 新しいサービスの参入やスタートアップの立ち上げ等を阻害しないこと。

（５）組織・体制の整備（合意形成と貢献、持続的な運用）

 ビジョン実現に向け、可能な限り、住民参画、産官学連携の下、技術・システム開発、制度等の
ルール整備、運営に必要な組織等も一体的に整備すること。

 アーキテクチャに基づいた各々の役割を意識し、ビジョン実現に向けた技術開発、システム開発、
制度設計、標準化等に貢献すること。

（平成31年３月29日統合イノベーション戦略推進会議（第４回）資料を基に総務省作成）
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政府（統合イノベーション戦略推進会議）における検討体制

知
財
本
部

健
康･

医
療

本

部

海
洋
本
部

宇
宙
本
部

Ｃ
Ｓ
Ｔ
Ｉ

Ｉ
Ｔ
本
部

統合イノベーション戦略推進会議
議長：官房長官

議長代理：科技大臣、副議長：関係本部担当大臣

有識者会議
イノベーション政策強化推進チーム

チーム長：和泉総理大臣補佐官
構成員：各司令塔会議事務局・各省庁局長・審議官級

国会戦略特区
諮問会議

「スーパーシティ」
構想懇談会

議長：総理大臣
進行：地創大臣

地創大臣設置
座長：竹中座長

Ａ
Ｉ

バ
イ
オ

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ

創
業

AI

バイオ

ムーンショット
ビジョナリー会議

※有識者会議に準ずる

量子

個別テーマごとにタスクフォース設置

安全・安心

指示 報告提
言

連携支援

…

指示 報告
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スマートシティ 各府省の役割

（平成31年３月29日統合イノベーション戦略推進会議（第４回）資料）
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国交省スマートシティモデル事業プロジェクト対象地域

※赤枠（先行モデルプロジェクト）、緑枠（重点事業化促進プロジェクト）は総務省事業の実施地域
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スマートシティ分野の参照アーキテクチャのイメージ

戦略・政策

ルール

組織

ビジネス

機能

データ

データ連携

アセット センサー、アクチュエーター
ハードウェア、ネットワーク等

データ収集、データ統合
データクレンジング、IoTデバイス管理等

データセット、語彙・コード、
データカタログ等

サービス、ソリューションを実現する
ための個別機能等

サービス、ソリューション、規約・契約
エコシステム、実証試験等

実施機関、協議会、運営組織等

法律、規則等

ビジョン、スコープ等

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
・
認
証

時間軸・空間軸

意
味
軸

内閣府、総務省、国土交通省等が合同で、分野・企業横断のデータ連携、他都市・地域への展開、国際標準化

等に資するアーキテクチャ構築（都市OS、データ連携、API標準、データ構造等含む）の検討会議を設置。

（令和元年６月29日 スーパーシティ スマートシティフォーラム2019
東京大学大学院 越塚教授説明資料を基に総務省作成）

２．スマートシティルール
・ 法制度、ガイドライン、特区ルール、都市計画関連法、・・・

３．スマートシティ組織
・ スマートシティ連携協議会、市民コミュニティー、

エリアマネジメント、・・・

４．スマートシティビジネス
・ エコシステム、データ取引市場、国際標準化、・・・

５．スマートシティ機能
・ 物流、交通、防災、金融、医療、教育、行政、エネルギー、・・・

６．スマートシティデータ
・ 語彙、オープンデータ、ID基盤、データカタログ、

BIM/CIMデータ、・・・

７．スマートシティ連携
・ API、都市間連携、データ標準化・変換、・・・

１．スマートシティ戦略・政策
・ スマートシティ宣言、理念・目標、国家戦略特区政策、・・・

８．スマートシティアセット
・ ネットワークセンサー、インターネット、5G、IoTゲートウェイ、・・・

９
．
ス
マ
ー
ト
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テ
ィ
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
基
盤

・
デ
ジ
タ
ル
認
証
基
盤
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ィ
ー

・
情
報
銀
行

・CERT

（
緊
急
対
応
チ
ー
ム
）
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スマートシティ分野の参照アーキテクチャのイメージ

戦略・政策

ルール

組織

ビジネス

機能

データ

データ連携

アセット センサー、アクチュエーター
ハードウェア、ネットワーク等

データ収集、データ統合
データクレンジング、IoTデバイス管理等

データセット、語彙・コード、
データカタログ等

サービス、ソリューションを実現する
ための個別機能等

サービス、ソリューション、規約・契約
エコシステム、実証試験等

実施機関、協議会、運営組織等

法律、規則等

ビジョン、スコープ等

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
・
認
証

時間軸・空間軸

意
味
軸

内閣府、総務省、国土交通省等が合同で、分野・企業横断のデータ連携、他都市・地域への展開、国際標準化

等に資するアーキテクチャ構築（都市OS、データ連携、API標準、データ構造等含む）の検討会議を設置。

（令和元年６月29日 スーパーシティ スマートシティフォーラム2019
東京大学大学院 越塚教授説明資料を基に総務省作成）

２．スマートシティルール
・ 法制度、ガイドライン、特区ルール、都市計画関連法、・・・

３．スマートシティ組織
・ スマートシティ連携協議会、市民コミュニティー、

エリアマネジメント、・・・

４．スマートシティビジネス
・ エコシステム、データ取引市場、国際標準化、・・・

５．スマートシティ機能
・ 物流、交通、防災、金融、医療、教育、行政、エネルギー、・・・

６．スマートシティデータ
・ 語彙、オープンデータ、ID基盤、データカタログ、

BIM/CIMデータ、・・・

７．スマートシティ連携
・ API、都市間連携、データ標準化・変換、・・・

１．スマートシティ戦略・政策
・ スマートシティ宣言、理念・目標、国家戦略特区政策、・・・

８．スマートシティアセット
・ ネットワークセンサー、インターネット、5G、IoTゲートウェイ、・・・

９
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優良な事例の横展開の枠組（官民連携プラットフォーム）

 内閣府、総務省、経済産業省、国土交通省は、スマートシティの取組を官民連携で加速するため、企業、大学・
研究機関、地方公共団体、関係府省等を会員とする「官民連携プラットフォーム」を今年８月に設立。

 会員サポートとして、①事業支援 ②分科会 ③マッチング支援 ④普及促進活動 等を実施。
 10月7日に公式ウェブサイトを開設。（http://www.mlit.go.jp/scpf/）

会員（事業実施団体）468団体

会員（関係府省）11団体

内閣府 総務省 経済産業省

SIPアーキテクチャ構築・実証
（１６事業）

近未来技術等社会実装事業
（２２事業）

パイロット地域分析事業
（１３事業）

スマートシティモデル事業
（７１事業）

新モビリティサービス推進事業
（１９事業）

データ利活用型スマートシティ
推進事業（１３事業）

企業・大学・研究機関等
（355団体）

地方公共団体
（113団体）

事務局

内閣官房 警察庁

スマートシティ官民連携プラットフォームの構成

金融庁
会員（経済団体等）

1団体

経団連

文部科学省
厚生労働省 農林水産省 環境省

国土交通省

（2019年10月末時点）

http://www.mlit.go.jp/scpf/index.html
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スマートシティ官民連携プラットフォームの取組内容

・・・

各府省 会員

ハ
ン
ズ
オ
ン

に
よ
る
支
援

内閣府
・支援メニューＡ

①事業支援
各府省のスマートシティ関連事業を実施する会員に対して、
資金面に加え、ノウハウ面でも各府省が一体となって支援

③マッチング支援
スマートシティを実現するための実施体制の強化と、スマート
シティの実現に資する技術等の横展開が促進されるよう支援

②分科会
スマートシティ関連事業の実施にあたり、共通する課題を抱える
会員相互で課題の解決策等の検討が必要となった場合、
分科会を開催（分科会の成果は会員間で共有）

＜想定される分科会のテーマ（例）＞

○共通課題のテーマ
・交通・モビリティ ：都市・地域における移動手段の確保
・観光・地域活性化：インバウンド振興、中心市街地の回遊性向上

○異分野連携のテーマ
・交通×医療 ：交通と医療サービスのパッケージ化
・環境×モビリティ ：再生可能エネルギーを活用したモビリティ提供

④普及促進活動
各地におけるスマートシティの取組の普及や、モデル事業で
得られた知見等の横展開を図るための活動を実施
＜活動イメージ＞
各種会議での情報発信

メールマガジン ホームページ
プラットフォームの会員等に対して、
フォーラムの開催案内、ニーズ、シーズ
の紹介、分科会の情報等を適宜配信

プラットフォームの概要、
取組内容の紹介、会員
等の募集等を掲載

総務省
・支援メニューＢ
経済産業省
・支援メニューＣ

会員Ａ

会員Ｂ

会員Ｃ

・・・

マッチング(想定) マッチングのイメージ

コンソーシアムの体制
強化に資するマッチング

コンソーシアムの課題等に対して、ソリューションを提
供できる団体がコンソーシアムの一員として参画

モデル事業の横展開に
資するマッチング

コンソーシアムの構成団体等が、実証で得られた技
術等を他地域においても展開できるよう、ニーズ提
案のあった団体とマッチング

コンソーシアムの形成に
資するマッチング

地方公共団体と民間企業等のコンソーシアムの形
成を支援

・有識者による基調講演
・モデル事業における取組の紹介
・スマートシティ官民連携プラットフォームとして
我が国のスマートシティの取組を発信 等

国土交通省
・支援メニューＣ 会員D
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グローバル・スマートシティ・アライアンスについて
1．趣旨

• G20大阪サミット(6/28－29)首脳宣言において、世界のスマートシティ間の連携を提言。

• これを受け、日本政府（内閣府）は、世界経済フォーラムと共同で、G20はじめ世界各国の都市の参画によるグローバ
ル・スマート・シティ・アライアンスを設立（10/11）し、スマートシティの効果的・効率的な運用のための活動を開始。

２．目的

３．活動

４．参加メンバー

• 都市間のネットワーキング及び経験の共有

• 都市におけるデータとデジタル技術のガバナンスのための共通指針となる原則（common core guiding principles）
を検討し、各都市における共通指針の採用を推進

• 共通指針のもとに都市のステークホルダー（自治体、中央政府、民間セクターのパートナー、都市住民等）が連携協力し、ス
マートシティ技術の実装を進め、スマートシティの透明性、開放性、システムの相互運用性を向上

• 公益のためにスマートシティ技術を効率的に活用し管理するためのツールを各都市に提供

• [設立会合に参加] バルセロナ（西）、トロント（加）、シンシナティ（米）、加古川・つくば（日）

• [参加意思を表明] 重慶（中国）、台北(台湾）、シンガポール、チェンナイ・ニューデリー・バンガロール（印）、リヤド（サウジアラビア）、
ベイルート（レバノン）、テヘラン（イラン）、ヘルシンキ（芬）、リスボン（葡）、ツワネ（南ア）、バンクーバー(加）、ポートランド・サンフランシス
コ・プレザントン（米）、サントドミンゴ（ドミニカ共和国）、ブエノスアイレス（アルゼンチン）、東京・横浜・京都・神戸・舞鶴・広島（日） 等

• [パートナシップ機関・団体] Open and Agile Smart Cities など約20団体（傘下に計約20万の自治体、企業等）


